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概要

X を滑らかな (2, 2)-因子で分岐する P1 × P2 の 2重被覆とする. このとき, X は№2.18の 3

次元ファノ多様体である. №2.18の 3次元ファノ多様体の同型類をパラメーター付けするモジュ
ライ空間を考えることで, 一般の№2.18の 3次元ファノ多様体の自己同型群が位数 2の巡回群で
あることを示した. また, いくつかの特殊な№2.18の 3次元ファノ多様体の自己同型群について
の結果を紹介する.

1 導入
本公演では代数多様体は C上で定義されているとする.

定義 1. 滑らかな射影的代数多様体 X がファノであるとは, 反標準束 −KX が豊富であることと
する.

ファノ多様体の例として, 低次元の超曲面が知られている.

例 2. 滑らかな次数 dの超曲面
{fd = 0} ⊂ Pn+1

がファノである必要十分条件は d ≤ n+ 1である.

3次元ファノ多様体は 105個の族に分類される ([IP],[MM81] 参照). [PCS19]は自己同型群が無限
群となる 3次元ファノ多様体の分類を行なっており, [Kon24]は自己同型群が有限となる 3次元ファ
ノ多様体のうちピカール数が 1のものたちの自己同型群について研究を行っている. また, №1.13と
№2.21の 3次元ファノ多様体の自己同型群はそれぞれ [WY20]と [Mal24]で研究されている. これ
らのナンバリングは [IP]に基づく.
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で分岐する 2重被複とする. ここで, Q1, Q2, Q3 ∈ C[x, y, z]は 2次の斉次多項式である. このとき,

X は 3次元ファノ多様体であり, X は№2.18の 3次元ファノ多様体とよばれる ([IP]). 本公演では
№2.18の 3次元ファノ多様体の自己同型群についての研究を紹介する.
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№2.18の 3次元ファノ多様体の自己同型群について次のことが知られている.

命題 3. ([PCS19, Lemma 8.2]) №2.18の 3次元ファノ多様体の自己同型群は有限群である.

P1 × P2 の (2, 2)-因子を用いて№2.18の 3次元ファノ多様体のモジュライを考えることができる.

命題 4. ([DJK+24, Proposition 9.3], [A25, Proposition 4.17]) ある空でない Zariski開集合

Msm
(2,2) ⊂ M(2,2) = |OP1×P2(2, 2)|ss//SL2 ×SL3

は№2.18の 3次元ファノ多様体の同型類をパラメータ付けする. ここで, Msm
(2,2) はある 6次元の代

数多様体である.

2 主定理
一般の№2.18の 3次元ファノ多様体の自己同型群は位数 2の巡回群であることを明らかにした:

定理 5. ([A25, Theorem 1.4]) ある空でない Zariski 開集合 U ⊂ Msm
(2,2) が存在して, すべての

X ∈ U に対して,
Aut(X) ∼= Z/2Z

が成立する.

№2.18の 3次元ファノ多様体は有理的代数多様体である. ここで, n次元代数多様体 X が有理的
であるとは, X と Pn が双有理同値であることである.

定義 6. X を n次元の有理的代数多様体, Gを有限群, Gは X に作用するとする. このとき, X が
G-同変有理的であるとは, G-同変な双有理射 X

G99K Pn が存在することとする.

定理 5の応用として, [CTT24, Example 5.14]より, 次の系を得る:

系 7. ([A25, Corollary 1.5]) ある空でない Zariski開集合 U ⊂ Msm
(2,2) が存在して, すべてのX ∈ U

に対して, X は Aut(X)-同変有理的である.
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